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　平成18年度，「魅力ある大学院教育」イニシアティブに文学研究科の「人文学フィールドワーカー養成プログ
ラム」が採択されたのに併せて設置された教育研究推進室は，今年で６年目を迎えました。推進室の年報『メタ
プティヒアカ』の既刊号に記載された内容から明らかなように，過去５年間に推進室では，このプログラムの実
施責任者であった周藤芳幸教授と各年度の室長のもと，さまざまの活動を行ってきました。
　今年度も従来の事業を引き継ぎつつ，また現在われわれが直面している問題をも見据えながら仕事を行ってま
いりました。今年度の推進室の活動は，大きく３つに分けることができるでしょう。
　第１は，大学院生のフィールド調査実習に対する支援です。今年度は13件（国内５件，国外８件）の応募が
あり，８件（国内４件，国外４件）が採択されました。応募者数は年々多くなってきており，この事業が，研究
者としての出発点における大きな意味を持つものとして大学院生たちの間に根付いてきていることがわかりま
す。採択された調査実習の研究成果は，「人文学フィールドワーカー養成プログラム」調査報告として本誌に掲
載されています。
　第２は，大学院の共通科目の拡充です。これは，平成21年度から始まった大学院共通科目をさらに充実させ
るために，研究科として一定の経済的支援を行って共通科目の拡充をはかろうとするもので，平成22年度に推
進室によって提案され，教授会の承認を経て，今年度から試行されたものです。今年度は６コマの授業が採択さ
れて順調に進行しており，この試みは来年度も継続することが決まっています。
　第３は，ワークショップの開催です。大学院教育に関わる情報を収集し議論するために始められた推進室のワ
ークショップは，昨年度までにすでに28回開催され，見るべき成果を挙げてきています。今年度は６回のワー
クショップを開催しました。大学院教育と地域連携の問題，国外の主要な大学の大学院教育の実態についての紹
介，大学院生の国際交流に関するもの，大学教育における学芸員養成課程の問題など，ワークショップで取り上
げられた内容はさまざまです。講師の先生がたは，いずれも丁寧な準備をされ，わかりやすく説明してくださ
り，我々が大学院教育に関する認識を深めて議論を展開していく上での重要な問題提起をしてくださいました。
とりわけ，海外からお越しいただいた羽生淳子先生（カリフォルニア大学バークレー校）と冀建中先生（北京大
学）のお話は，ご自身の体験にもとづく率直な内容で，他ではなかなか聞くことができない大変貴重なものでし
た。これらワークショップの記録も本誌に掲載されていますので，どうぞご覧ください。ワークショップの講師
を務められた先生がたに対して，この場を借りて，あらためて感謝申し上げます。
　文学研究科では，部局の中長期的な将来像を考えるべく，平成22年度に総務委員会のもとに「学位プログラ
ム検討ワーキンググループ」が設置されて検討が重ねられており，それをふまえて，平成23年７月以降，教員
懇談会が数回にわたって開催され，教授会構成員全体による話し合いの場が持たれました。文学研究科の優れた
伝統を継承しつつ，新しい時代にたくましく対応できる魅力ある部局を構築するための模索がこれからも続いて
いきます。その中で推進室が担うべき役割というものは，今後ますます大きくなるであろうと思われます。
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